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〝母親たちの反乱〟が続いています。認可保

育所に子供を預けることのできない母親たちが

自治体に、異議を申し立てするケースが相次い

でいるのです。都市部だけの問題ではありませ

ん。待機児童は昨年４月現在で全国に２万 4825

人にのぼります。５年前より 700 人も増えまし

た。そうしたなかで、つい２年前まで全国最悪

の待機児童を抱え解消など夢物語ですぎなかったのに、「ゼロ達成」を実現し

ようとしている自治体があります。横浜市です。その背景には、ダイエー元会長という異色の経歴を持

つ林文子市長に率いられた市職員たちの「意識変革」がありました。不可能を可能にした横浜市のドラ

マを描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 夕刊２面特集ワイドでは全面を使った新しい企画「続報真相」を随時掲載

する。世間を騒がしたニュースの「えっこんなことがあったの！」という続

報をお届けする。新企画の最初は、安倍政権を誕生させた昨年末の総選挙は

一票の格差から「無効」との判決を言い渡した広島高等裁判所の筏津順子裁

判長（62）を追う。どのような道を歩んできたのか、判決からどのような法

曹人としての特徴がうかがえるのか、女性裁判官が歩んできた道とは－－。 

 

 

 

 

保育所待機児童ゼロへ  横浜市の挑戦 

朝刊 31 日（日） 

新企画 続報真相 

「衆院選無効判決」筏津順子裁判長 

夕刊特集ワイド ４月５日（金） 

 朝刊２面に「ニュースの扉」が登場します。その日の朝刊の編集長がニュースを選び、話題を

紹介し、ミニ解説をするおそらく日本初の斬新な取り組みです。この欄を読めば一日のニュース

の流れが一瞬にしてつかめる！スグレモノのコーナーです。編集長の顔写真も載せます。「顔の

見える」新聞をめざす毎日新聞ならでは趣向です。楽しみにしてください。 
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 パソコンや専用の端末などで「本」を読む電子書籍。昨年 11 月に米アマゾンの電子書

籍端末「キンドル」が日本で発売されたのを機に、注目を集めています。紙の本とはひと

味違う、その読み方を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「目が大きく見える」などの理由で、若い世代を中心に人気のカラーコンタクト

レンズ。最近、不適切な使い方などが原因で、目のトラブルを抱える人が増えてい

ます。眼科医らは、購入時は医師の診察を受け、正しい使用方法を守るよう呼びか

けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シニア世代を中心に、新しい人生の楽しみ方を提案する「新発見伝」。１回目は、

大学の社会人講座などを利用して学び直しをする人たちを紹介します。定年退職や

子どもの独立などで空いた時間を使い、キャンパスで真剣に学ぶ人たちを取材しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子書籍を読んでみよう 

くらしナビＡ面 ４月２日（火） 

カラーコンタクトレンズ 目に障害 

くらしナビＡ面 ４月３日（水） 

新発見伝「大学に行こう」 

くらしナビＡ面 ４月６日（土） 


